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骨髄穿刺は血液疾患の診療において, 最も一般的な検査の一つです. しかし英国において

2001 年に骨髄検査による死亡事故をきっかけに, 骨髄検査の有害事象の症例集積を実施し, 有

害事象の発生頻度は 0.08%と報告されました. わが国では今のところこのような調査結果はあり

ませんが, その施行に際しては安全に十分な配慮を払う必要があることは言うまでもありません. 

その際に注意する点の一つとして, 穿刺部位が考えられます. わが国では, 骨髄生検を施行する

場合は穿刺部位として後腸骨稜が選択されるものの, 骨髄穿刺のみの場合は胸骨が選択される

場合もあるようです. しかし胸骨穿刺では出血, 心タンポナーデなどの重篤な合併症ならびにそ

れによる死亡が古くから報告されており, わが国でも死亡に至る重大な事故が胸骨からの骨髄穿

刺により生じた事例があります.  

わが国の血液学や検査手技の教科書では, 骨髄穿刺の穿刺部位として胸骨と腸骨が併記さ

れていることが多いようです. 胸骨における穿刺部位である第２肋間の部位では, 胸骨の厚さは

1cm しかないため, 上記の合併症につながりやすいと考えられます. 一般的に胸骨より腸骨から

の穿刺の方がより安全であり, 代表的な血液学の教科書である Wintrobe’s Clinical Hematology

と Williams Hematology, また International Council for Standardization in Hematology（ICSH）のガ

イドラインでは, 成人の骨髄穿刺の最適部位は後腸骨稜であると記載されています. 胸骨からの

穿刺は, 腹臥位がとれない, 腸骨に放射線照射がされている, 高度の肥満があるなど, 特別な

理由のある場合に限るとされています. もちろん骨髄腫や骨吸収がある場合は胸骨からの穿刺

は避けるのは明らかですが, 同じく ICSH のガイドラインでは, 何らかの理由で胸骨からの穿刺を

実施する場合は経験豊富な血液専門医が実施すべきであると, 術者の選択に慎重な配慮を促す

記載がされています.  

このように, 現在では安全性の面から骨髄穿刺の第一選択部位は後腸骨稜というのが, 国際

的な基準と言うことができます. したがって, わが国でも胸骨からの骨髄検査に関しては, その適

応や術者の選択などについて慎重に検討する必要があると考えられます. もちろん後腸骨稜から

の穿刺に関しても, まれながら大量出血の合併症が知られており, すべての骨髄検査について, 

経験数の少ない術者に対しては上級医による十分な指導を行われていることが望まれます. わ

れわれ血液の診療に携わる医師は, 今まで以上に安全な骨髄穿刺や生検をいつも心がけ, 患者

さんの期待に応えていかねばなりません. そのためにも上記のことをふまえて, 骨髄検査の穿刺

部位については, 十分な配慮をしていただけますようお願い申し上げます.  
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